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4.7V級リチウムイオン電池を実現
副反応を抑制し、電池性能の劣化を防止する

リチウムイオン電池は、スマートフォンやモバイルバッテリー、ノートPC、自
動車等の幅広い用途で生活の中にあふれている。このような中で、高性
能化の要求は絶えずあり、より高い電圧作動もそのひとつである。従来、
高電圧での動作には、電解液と正極活物資との副反応に起因する電
池容量の低下およびサイクル維持率の低下が知られていた。
本発明は、正極活物質を被覆層でコーティングすることで、従来の課題
を克服している。被覆層によるコーティングにより、副反応が低減され、結果
これまでよりも高電圧での安定的な動作を実現している。
これにより、例えばサプライチェーンリスクのあるコバルト金属を使用しない

LIB正極材料である高電位スピネル酸化物正極の充放電サイクル特性
を向上させることが出来、安価でリスクフリーの金属資源を利用した高エ
ネルギー密度蓄電池を創製できる。

概要

 リチウムイオン電池
 全固体電池
 マグネシウム電池
 コバルトフリー二次電池
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4.7V級正極でコバルトフリーのスピネル酸化物活物質の表面にフッ化物固体電
解質層をコーティングすることで100回以上劣化のない充放電サイクル特性を得る
ことが出来た。
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